２００５年５月２６日

各　位

ダイセル化学工業株式会社

使用済みタイヤ再利用の循環流動層ボイラー建設の件

ダイセル化学工業株式会社（社長：小川　大介）は、当社大竹工場（広島県大竹市）に「循環流動層ボイラー」を建設することを決定いたしました。

「循環流動層ボイラー」は、使用済みタイヤを熱資源として再利用し、石化燃料の節約と二酸化炭素削減により地球環境の保護に貢献してまいります。タイヤチップ混焼割合に関しては、年平均５０％（年間使用済みタイヤ処理能力：８万トン／年）を目標としています。

この建設は、同工場で２００７年後半に稼動予定のたばこフィルター用アセテート・トウ事業と既存の有機合成品事業を含む同工場事業全体の基盤整備、蒸気・電力エネルギーの安定供給体制の確立とともにエネルギーコストの大幅な低減を図るものです。

また、当社では電力の一部を売電することにより、既存製品の競争力アップを図りたいと考えております。

【ボイラーの概要】

1） ボイラー型式――　循環流動層ボイラー

能力――　蒸気発生量　毎時３００トン

燃料――　石炭とタイヤチップの混焼

2） 発電機出力―――　５０，０００ｋＷ

3） 稼動予定時期――　２００７年後半
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